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日本パートナー探報

HCIというキーワードが流行し出した数年前に、Nutanixをはじめ、多種HCI製品の調
査を実施。Nutanixとは、オフィスが同じビルにあったという背景もあり、共同でお
客様向けのミーティングや説明を実施するなど深く連携し、導入１号機としてお客さ
まへご採用いただいた。NutanixのSE伊藤とも協業し、勉強会や検証機などでNutanix
の販促環境を早期に整備。Nutanixの基礎から、仮想基盤の構築、ファイルサーバー
として使用可能な Nutanix Filesの検証なども重点的に行い、お客さまへ率先して提案
活動を行なっている。HCIというキーワードがRFPに出てくる事も多いので、Nutanixへ
の深い理解が訴求に役立っている。ご採用いただいたお客様は、製造業や自治体などが
多く、他業種にも広く導入されている。

リコージャパンの中部第一ソリューショ
ン部では、ITインフラソリューションの提
供部門として、中部7県:愛知、静岡をメ
インに活動している。お客様が使用され
ている従来の3Tier環境から業務負荷の低
減などをキーワードに、お客様のDXを支
える新しいITインフラとして、Nutanixを
軸にハイブリッドクラウドの提供を進めて
いる。

C社(音楽機器製造業様): データセンターの3階層環
境で約150VMの環境があり、複雑な運用に課題があ
った。リプレース時期をきっかけに、運用シンプル
化、担当者のリソース効率化、スキルセット簡素化等
のご相談を受け、Nutanixをご提案・採用に至る。
お客様はクラウド化を推進しようとしていたが、古
いレガシーOSもあり完全なクラウド化が困難なた
め、オンプレとハイブリッドを行き来できるという
事で、Nutanixのアーキテクチャがぴたりと嵌る。
Nutanix Moveを使用し既存環境から新環境への仮
想マシンの移行も問題なく実施できた。従来
は、VM操作もいくつかの複雑な環境が必要であっ
たが、Nutanix Prism Centralでシンプル化。バッ
クアップも一元化し、費用面でもAHVの採用によ
りコスト削減を実現することでお客様からも高評価
を頂いている。

B社(ガス・住宅・地域インフラ企業様):既存環境はVMwareで、NetAppのレプ
リケーション機能で障害対策を行なっていたが、複雑な運用環境に課題があ
り、Nutanix AHVでのシンプル化とコスト削減をご提案・採用が決定。災害対
策のレベルやレプリケーションの運用は変更なく、運用の簡素化と、構成のシ
ンプル化をご好評いただいている。仮想基盤ソフトについても運用をシンプル
化、柔軟に運用ができている。未来予想の面でも、ストレージの使用状況など
簡単に把握できるところが良いとのご意見。
リコージャパンの強い支援により、お客様のハイブリッドクラウド活用を支え
る基盤が導入でき、クラウドとオンプレの有効活用に繋がっている。
また、Nutanix Moveを使用した既存環境やAWSからの移行等、様々な取り組み
を経て、リコージャパンとお客様の双方に良いノウハウが蓄積している。

A社(浄化槽メーカー様): 旧来の基幹システムがパフォーマンスに課題があり、
入れ替え時期に改善のためにNutanixを提案し採用に至る。VMwareのライセ
ンス費用も、Nutanix AHVの採用で費用削減を実現。分散ストレージと自動階
層化の機能によって、効率よくSSDを使いパフォーマンスを改善でき、お客様か
らも高評価をいただいている。

藤井雄基氏 ハイブリッドクラウドを重点的に推進しており、お客様の仮
想基盤においてもNutanixを推奨しております。Azure や
AWSの移行についても、Nutanixなら ハイブリッド化が容
易なため、強い経験を持つリコージャパンへぜひご相談く
ださい。リコージャパンはマネージドサービスにも強みが
あり、Nutanixの環境導入・移行やフォロー等のサービスも
万全の体制を整えております。

入社9年目。主にインフラ全般を担当し、VM環境構築・運用やサーバー
ストレージの経験が豊富。近年はNutanix HCIに注力している。
趣味はマラソン。揖斐川マラソンや、大阪マラソンなどに出場するス
ポーツマン。時間が空いた時はYouTubeや飲み歩きなどを楽しんでい
る。ご家族はお二人。休日はショッピングや、大阪、USJ、アウトレ
ットなどへの遠出、BBQなどを楽しんでいる。
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従来の3Tier環境から、お客様のDXを支える新しいITインフラとして
自身が強い経験を持つNutanixを軸にハイブリッドクラウドを推進。
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